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京
都
哲
悪
難
規
約

一
、
本
舟
N
は
廣
蕪
軸
に
お
け
る
折
隅
學
の
研
究
と
そ
の
普
及
を
縣
…
る

　
こ
と
を
蹟
的
と
す
る

一
、
右
の
臼
H
的
の
た
め
に
次
の
蹴
7
轟
果
を
行
う

8
　
毎
月
一
繭
研
究
曾
を
開
く

コ
　
毎
年
公
際
羅
講
瀕
禽
を
開
く

剛
毎
月
爾
「
藁
研
究
」
を
登
行
す
る

一
、
本
禽
回
の
跡
業
を
途
行
ず
る
た
め
に
委
日
貝
蓋
干
名
を
お
く
、

委
員
は
京
都
大
學
哲
學
科
教
嘗
↑
及
び
委
員
魯
に
お
い
て
推
薦

し
た
者
に
委
囑
す
る

［
、
本
會
は
局
員
組
織
と
し
、
會
員
に
は
費
格
の
制
限
を
設
け

な
い
、
學
絞
・
㎜
繭
轟
習
館
・
其
他
の
醐
彊
は
醐
盤
の
名
を
以
て

入
門
す
る
こ
と
も
で
き
る

｛
、
魯
員
は
魯
費
と
し
て
年
一
、
二
二
〇
圓
、
又
は
牟
年
六
一

〇
闘
を
蘭
晒
す
る

一
、
魯
員
は
暫
誌
の
配
布
を
受
け
、
會
誌
に
躁
告
す
る
諸
種
の

行
蹴
に
鐵
恋
す
る
こ
と
が
で
き
る

一
、
本
魯
は
購
・
務
所
を
京
都
大
學
交
學
部
内
に
お
く

一
、
磁
小
網
【
規
約
の
一
義
正
懸
代
㌫
筑
は
委
貴
禽
樋
の
決
謙
眺
に
よ
る

京
都
細
蟹
會
役
員

委
　
員
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（
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国
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●
Q
◎
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日
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σ
で
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締
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．
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ゴ
《
Φ
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一
｝
譜
だ
け
に
・
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ゆ
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回
軒
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の
．
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δ
7
．
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の
7
0
目
．
①
7
矯
㊦
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も
、
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れ
を
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7
．
”
た
滞
　
騨
P
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・
黒
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こ
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に
は
理
由
が
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る
・
二
町
心
・
つ
。
　
“
つ
ち
う
ん
筏
取
語
の
　
讐
⑦
げ
唄
O
げ
　
カ
｝
繋
四
這
と
見
て
、
　
「
．
わ
た
一
．
．
〕
は
エ
ヒ
f
謀
罵
、
あ
る
」
・
ず
晶
、
へ
わ
ち

　
　
　
「
噛
わ
た
ヤ
一
塙
賦
、
ツ
．
．
わ
評
二
、
瓢
か
需
ゆ
る
論
　
・
こ
い
う
こ
し
」
で
あ
る
し
と
¶
．
蒔
・
ず
る
こ
と
す
り
｛
陀
へ
η
調
’
～
濫
孫
～
の
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瓶
に
七
ア
ツ
ア
ギ
ン
ダ
一
．
、
は
μ
尉
ρ
に
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伽
雫
ひ
m
…
筆
“
ひ
く
と
な
・
つ
て
．
㌃
9
、
　
一
画
ぴ
に
は
凸
＾
び
く
し
｝
あ
る
。
・
し
‘
τ
．
｝
う
が
ヅ
心
ガ
タ
で
は
畔
朗
出
蝦

　
　
　
を
①
騎
O
ω
¢
B
ρ
戸
篇
ω
ニ
ヨ
と
『
．
湿
し
て
、
　
ヘ
ブ
ラ
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「
㌔
紺
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山
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賦
で
・
あ
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が
、
　
孫
橋
W
を
ρ
這
一
①
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け
と
↓
、
帥
し
て
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む
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ギ
萄
．
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岬
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づ
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て
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、
Φ
げ
《
㊦
ゴ
、
跨
の
置
Φ
H
、
Φ
げ
鴫
。
ゴ
と
い
う
の
は
団
鋤
プ
≦
o
プ
み
る
州
轡
名
に
つ
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で
．
の
E
の
バ
ラ
フ
レ
イ
ズ
．
’
マ
あ
る
が
、
　
そ
れ
が
凝
畷
的
に
正
し
い
か
ど

　
　
　
う
か
は
自
ず
か
ら
洲
の
問
題
で
あ
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。
だ
が
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書
惑
塾
（
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属
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頃
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旨
ザ
（
謁
曜
議
）
ノ
ぐ
㌧
寝
た
も
の
と
見
る
こ
と
は
．
吋
な
り
蓋
然
遠

　
　
　
の
多
い
解
作
で
あ
る
◎
び
9
1
旨
劉
の
ヒ
フ
ィ
翫
、
．
彰
（
．
ト
完
ゴ
、
男
性
三
人
構
堪
敦
）
は
奏
ξ
魯
だ
か
ら
で
あ
る
。
・
κ
．
あ
場
合
そ
れ
は
「
か
れ
は
ハ

　
　
　
ー
ヤ
ー
せ
し
め
る
（
♂
．
・
㌧
あ
ろ
う
）
」
を
意
味
す
る
り
冷
う
と
・
ず
れ
ば
ヤ
ハ
ウ
ェ
は
筆
に
n
ら
ハ
ー
ヤ
ー
ず
る
ば
か
η
㎡
、
．
㌔
府
く
、
ま
た
ハ
…
ヤ
ー
せ
し

　
　
　
め
る
者
で
あ
る
。
ハ
ー
ヤ
ー
す
る
こ
と
が
、
問
聯
に
ま
た
へ
ー
ヤ
ー
せ
一
あ
る
こ
と
で
あ
る
こ
と
は
、
宮
る
菅
が
同
臨
に
有
ら
し
め
る
者
で
あ
る
と

　
　
　
い
う
こ
と
気
一
1
“
b
考
え
易
い
”
’
r
、
」
嶋
、
あ
る
Q
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
　
筆
悪
u
　
し
尿
都
大
學
突
糧
ド
蔀
r
焦
淑
H
一
戸
μ
r
鷲
、
繋
）

前號目次

慧
糊
鼻
下
け
一
Φ
－
…
…
警

　
　
ー
レ
す
ナ
濯
ド
す
研
畿
の
一
箭
〃
1

契
∴
輔
レ
」
人
商
計
嫌
（
．
器
前
）
：
：
：
・
：
：
∴
．
1
3
　
羅

　
　
ー
ベ
ン
ク
ム
の
い
望
鰹
の
心
念
に
つ
い
｛
の
一

細噴

g
マ
ス
に
耐
於
け
る
　
①
ω
ω
⑦
し
」
　
　
　
　
一
　
一

O
×
坤
の
紳
①
目
Φ
に
つ
い
て
ハ
ん
肥
）
　
　
　
　
一
．
f

　
　
…
o
遙
直
ε
こ
の
甑
抵
跨
．
の
い
μ
先
・
慌
仰
湾
陵
紅
．
確
記
一

　
　
潭
烈
貢
外
慣
珊
い
洛
所
載
称
口
火
一
∴
「
～

　脚

：i：S

．「槻

　／　s
晶

瀞
の
隔
撚
名
挫
に
つ
い
て

瓢
窯



聖

tt

725

「
黙

國交心

ば焚

　1，1’t

　竃、

撃

斜

究

學

L縛

サい
メL

一γ「、

is］

囚

文

D’

tli’“

1調

t／tt．一

駁

8
『
Φ
｝
ρ
弓
孚
p
①
⑳
①
℃
の
畷
O
劉
O
－

　
囲
◎
σ
q
ざ
巴
泌
④
①
Φ
ρ
村
O
醐

↓
O
げ
◎
犀
¢
℃
ゆ
畷
O
置
巳
O
ぴ
箒
狩
鶏
δ
一

　
男
○
岡
㌶

入入一一史美入’

文
葬

・父 1跡．
．；．i，，）

v／，T

ヴ　，塾

　1噛

i肝
’tx

聖竃爾 ぐ

文 究　叢 、／．き　學　帳

受

l！魯

難

大
分
＝ノ＼

瓢1
v鼻

學
轟
撃
瀞1

翫

東
北
一」〈

r鴫
t． p．一

邦
研
究
年
ド，

＝鯨

贈
難
誌

　
へ
画
凧
綿
大
箔
瓢
聾
涛
鵬
て
旨
）

　
第
七
十
七
奮
第
…
二
鷺
、
第
霞
鍵
、
舞
近
籍

　
（
寒
都
大
恐
ヴ
、
…
ハ
嚇
．
の
内
、
京
都
大
集
頴
文
筆
辞
）

　
艶
二
十
X
欝
葺
一
．
．
繋
、
㌶
四
雛
下
鍔
覧
麗

　
（
ん
州
宍
畢
突
箪
都
白
、
九
弼
来
桑
へ
瀧
）

　
第
滋
＋
四
瓢

　
へ
臼
・
尽
心
環
儀
㍉
賢
ノ

　
臨
第
二
十
六
験
㎞
掬
沙
六
鷺

　
　
　
　
痢
ρ
惇
袋
g
総
甥
い
冗
缶
μ
9
夷
写
p
一
・
ジ
3
鉱
p
【
写
胃

　
　
　
　
忽
O
噸
ω
㌧
’
ゴ
一
噂
Q
磐

　
　
　
　
、
岡
．
O
ゴ
O
パ
¢
（
回
コ
7
嬉
「
O
冨
’
、

　
　
　
　
、
一
．
O
ご
詳
あ
》
ρ
＜
ヒ
’
騎
沿
・

　
（
責
駅
都
羨
大
湧
窄
人
文
摂
會
）

　
欝
十
冠
鷺
、
欝
十
躍
麗

　
（
葺
、
遺
∵
縷
．
屈
）

　
欝
二
†
匹
甲
．
滅
、
第
二
十
冗
號

　
難
樫
鯵
擦
認
類
、
婚
鍵
黙
扁
肇
驚
湾
発

　
髄
㌦
奔
愁
絆
鉱
那
櫓
簗
饗
黎
襲

　
（
紳
棄
川
大
筆
入
文
雛
践
）

　
舞
況
薬

　
へ
京
都
大
雛
敬
、
噛
当
国
）

　
　
第
二
鷺

　
　
　
　
　
欝
内
雛

　
今
率
3
　
　
第
瓢
懸
（
入
交
終
農
）

　
　
誌

束
　ロ　リ

｝
i
芝

1
璽

麟
騰

羅

済

馨

誰

レき

研

究

と

責

料

一｝f“

命

vtl

か
．．　“H

∫儀
’」’

冠
絶
　，

t”

o
雛

’な（
ノ∵乗

・傷

：，，：；　一lc

跡大

腰
「．嬰．・』

：「

Z讃
！，！帯

`JV＝Jt’t“し5

F一　／t．
弓率い雪

th’　dw

Ar’ts

1火
）収
　布
　　立

　　ブく

　　訂・x

　　瓢：
　　tt：

　　詩、

　　井’鴻

　　二磐

　　謬r

　　v

1”．．．，M ^
M’でr

一㌦．．．臣σ

．　隔’．■r
　　ぎ富島

。　　．し，

鷲侮
　、閲」曹

醗
，．。

”．昌ﾚ
r．”’．蔓

h・院

∫諮

躍

…

「

次號論文豫著

ボ
ツ
プ
ス
哲
學
の
．
得
語
鎮
：
・
：
・
：
：
．
二
重
　
欣
二

カ
ン
ト
の
先
験
的
統
登
…
：
：
：
：
∴
尚
橋
昭
二

へ
；
ゲ
み
の
擁
、
兀
性
（
完
）
：
：
一
・
・
：
畝
輌
本
　
轍
畦
鵬

七
七

．



禽
日

告

｝
、
本
倉
は
會
員
組
織
と
し
魯
員
に
は
資
格
の
制
限
を
設
け
ま

　
せ
ん
、
入
倉
希
望
の
方
は
京
都
市
左
京
灘
鎖
中
贋
浦
町
弘
文

・
彙
内
山
県
都
哲
騨
Ψ
禽
目
土
宛
に
規
常
触
の
齢
目
脇
気
（
年
［
、
二
二
〇
圃

　
又
は
越
年
六
一
〇
際
【
）
を
お
鵬
羅
馬
下
酔
。
」
い

「
振
替
口
座
蒙
都
醐
九
五
五
六
番
　
京
都
哲
學
暫
」

一
、
會
晶
押
切
れ
．
の
娯
切
ム
罰
は
封
筒
に
「
前
金
M
切
」
の
印
を
捺
し
ま

す
か
ら
直
ち
に
稗
挑
墜
下
さ
い
、
　
｝
部
分
（
久
は
牟
年
分
）

禽
費
は
原
則
と
し
て
本
誌
十
二
揖
（
又
は
六
冊
）
の
逡
附
濟

を
鳳
て
前
ム
W
切
れ
と
し
、
禽
鼠
費
の
蔓
｝
更
北
バ
他
の
事
惰
に
よ
る

過
不
足
は
一
年
（
叉
は
牟
年
）
緑
に
精
算
し
ま
す

　
、
會
員
の
繭
W
居
入
汲
倒
曾
讐
（
編
集
事
靴
肋
以
外
の
　
覇
〃
）
　
の
事

務
は
臥
押
文
堂
ノ
四
山
泉
都
哲
學
曾
係
へ
纏
　
通
飾
下
さ
い

一
、
本
紬
ゆ
の
編
集
に
臨
幽
す
る
瀟
脳
儒
．
W
劉
刊
書
．
寄
賂
梛
騨
魂
甜
雄
V
は

本
禽
宛
に
御
逡
り
下
さ
いぬ暴

京京都
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　十五
　ff臼
　黒印
　行刷
京

磯
行
所

懇
弘
　
文
　
堂

　
　
　
策
京
都
予
代
田
竸
田
齪
阿
畿
眠
ノ
匹

　
　
　
註
丈
規
定

一
、
禽
M
員
似
｝
外
の
購
兼
職
謳
禎
の
御
三
陣
丈
及
び
晦
椴
告
肖
に
闘
脚
識
，
る
件
は

「
弘
交
堂
」
へ
御
烹
甲
込
下
さ
い

一、

{
誌
の
御
註
丈
は
す
べ
て
代
金
郵
稔
共
（
一
部
、
定
償
一

烹
○
闘
悶
．
郵
穐
八
園
｝
前
金
に
て
お
逡
り
下
さ
い

一、

｣
に
講
西
田
及
び
額
収
書
等
を
要
す
る
場
含
は
郵
雰
八
醐

を
お
邊
－
一
下
さ
い
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